
1.宿⽇直許可⾃体の判断基準
(1)各々の医師について、宿直時の睡眠時間が⼗分でない⽇（例えば、睡眠時間が６時間程度に満たない
⽇）が⽉に5⽇以内であれば宿⽇直許可を認めていただきたい。

(2)宿⽇直中に救急等の業務が発⽣する場合でも、その業務時間が平⽇の業務時間と⽐べて⼀定程度の割合
に収まっている場合であれば、宿⽇直許可を認めていただきたい。

(3)特にローリスクな分娩が主となる産科医療機関においては、分娩数にかかわらず、宿⽇直許可を認めて
いただきたい。ハイリスクな分娩を扱う産科医療機関においては、宿⽇直中の分娩等の対応が⽉8〜12件
程度であれば宿⽇直許可を認めていただきたい。

2.宿⽇直許可の回数等
(1)医師の健康に配慮しつつ、地域医療提供体制を維持するために、医療機関における各医師の宿⽇直につ
いて、宿直を⽉8回、⽇直を⽉４回まで許可を認めていただきたい。

(2)上記の宿⽇直回数については、他の医療機関に宿⽇直の応援に⾏く医師の場合、派遣元と応援先の宿⽇
直回数をそれぞれ分けて取り扱うこととしていただきたい。

(3)各々の医師の連⽇の宿⽇直について許可を認めていただきたい。

3.⾏政の対応
医師独⾃の宿⽇直許可基準を明確化し、対応の統⼀を図っていただくとともに、実態に合わない判断が

出された場合、厚⽣労働省に相談できる窓⼝を設置することをお願いしたい。

4.罰則規定の取扱い
許可基準を⾒直したとしても、現状では、全国の医療機関が新型コロナウイルス対応に全⼒であたって

おり、働き⽅改⾰に取り組める状況にないことから、時間外労働の上限規制の罰則適⽤を数年猶予いただ
くようお願いしたい。
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医療機関の宿⽇直許可申請に関する相談窓⼝の設置について
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医療機関勤務環境評価センターの指定について

１．医療機関勤務環境評価センターの目的

日本医師会は、医療法第107条第１項の規定に基づく
「医療機関勤務環境評価センター」に指定されました （令和４年４月１日付け）

医療機関に勤務する医師の労働時間短縮の取組の状況について評価を行うことや、その取組に
ついて必要な助言・指導を行うことによって、医師による良質かつ適切な医療の効率的な提供に
資すること

２．事業内容

① 医療機関勤務環境評価制度の周知・広報

② 医療機関における医師の労務管理の体制・運用状況や労働時間短縮のための取組及び成果

の評価

③ 医療機関の評価を実施する者、いわゆるサーベイヤーの研修

④ 医療機関の勤務環境評価の実施に関する相談、情報提供及び支援 等



動画視聴のうえ、E‐ラーニングで受講する。全体で3時間程度
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長時間労働医師への面接指導実施に係る研修カリキュラム概要

講義
番号 タイトル/内容
１ 総論・法制論（労働安全衛⽣法、医療法、労働基準法）

２ 健康管理（過重労働・睡眠負債による健康影響）

３ 追加的健康確保措置

４‐① ⾯接指導の基礎（ロールプレイ）

４‐② ⾯接指導の実際１（ロールプレイ）

４‐③ ⾯接指導の実際２（ロールプレイ）

５ 報告書・意⾒書作成


